
症例提示 
症例 87歳 男性 

主訴 嚥下困難 

既往歴  
 2006年、中咽頭癌に対し、TPF同時併用放射線化学療法 
    原発巣は消失し、残存頸部リンパ節に対して右頸部郭清術 
    再発は認めないが口腔乾燥あり 
 2006年、右大腿部の平滑筋肉腫で手術 
 2008年、再発のため右下肢切断、右幻肢痛でペインクリニック 
 
現病歴 
 中咽頭癌の治療後の経過観察中を3ヶ月毎におこなっている。 
 2011年、2カ月前より水やお茶でむせることが多くなった。 
 食事は普通食を20分で食べており、体重減少や発熱はなかった。 
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